会　　　　議　　　　録
(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係)

	所管課
	子育て未来課

	会議名
(審議会等名)
	第１回嬉野市子ども・子育て会議

	開催日時
	令和５年２月２０日(月)　　１３:３０～１４:３０

	開催場所
	嬉野市役所塩田庁舎　３－２会議室

	会議の公開の可否
	　・　不可　・一部不可
	傍聴者数
	０人　

	公開不可・一部不可の場合はその理由
	

	出　席　者
	委　員
	宮崎委員、西田委員、小佐々委員、秋月委員、兵働委員
佐藤委員、長島委員、原田委員、辻田委員、中島委員
橋本委員、小池委員、佐熊委員

	
	事務局
	子育て未来課長、副課長、主任

	
	その他
	

	会議の議題
	別紙のとおり

	配布資料
	資料1　令和３年度地域子ども・子育て支援事業の実績について
資料2　認定こども園への移行及び定員について

	審議等の内容
	別紙のとおり




審　議　等　の　内　容
(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係)

	所管課
	子育て未来課

	議　題
	１　令和３年度地域子ども・子育て支援事業の実績について
２　認定こども園への移行及び定員について

	内　容
	事務局から、令和３年度地域子ども・子育て支援事業の実績報告及び
第３期嬉野市子ども・子育て支援事業計画について説明を行った。
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事務局

	１　令和３年度地域子ども・子育て支援事業の実績について
【乳幼児家庭全戸訪問事業・養育支援訪問事業について】
訪問を拒否される家庭はないか

拒否感のある家庭はあるかもわからないが、特に乳幼児家庭全戸訪問については、母子手帳交付の際に訪問のお約束をさせていただき、更に乳幼児の予防接種券や健診の予定表を訪問の時にお渡しするという形をとっており、今のところ全戸訪問を達成できている。

養育支援事業はどのような家庭を対象として訪問されるのか

妊婦の身体的・精神的な状況を把握し、支援の必要があると思われる方を訪問の対象としている。ただ、訪問を受け入れてもらうのは非常に難しいため、そこが課題となっている。

乳幼児家庭全戸訪問については、県内でも実施されている市はあまりないと聞き、嬉野市は子育てに対してきめ細かな施策をされていると改めて感じた。

【子育てファミリー・サポート事業について】
現在、嬉野市内に在住もしくは勤務する方しか利用できないとなっているが、どちらにも該当しない、市外から嬉野の保育施設を利用されている保護者から、嬉野でのファミサポ利用の希望の声もあっている。今後、近隣市町との連携により、他市町からも利用できるような制度になることを希望する。

利用者のニーズに合わせ、改善するべきところは検討していく必要があると考える。

ファミサポについては、例えば保育園に行っている子どもは利用できないと思っていたなど、まだまだ周知ができていないと感じる。

周知については、あらゆる機会をとらえて周知を図っているところだが、今後も制度周知にはさらに力を入れていきたい。

２　認定こども園への移行及び定員について

令和５年度に保育園から認定こども園へ移行する２園について、また、定員割れ等により定員数を減らす園について説明
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